
 

 

 

 

 

 23国民春闘共闘賃上げ第 5回集計  

 
 

 

 

＜回答状況＞ 

 2023年 2022年同期 

回答引き出し組合 944 971 

 うち 有額回答 582（61.7％） 554（57.1%） 

 うち 「定昇確保」など言葉による回答 362（38.3%） 417（42.9%） 

 うち 2次回答以上の回答 136（14.4%） 103（10.6%） 

うち 妥結組合 359（38.0%） 292（30.1%） 

＜要求と回答内容＞ 

集計方法&対象 2023 年要求 2023年回答 2022年同期 同期比 

単純平均 
額(円) 29,812 6,456 6,079 +377 

率(％) 9.63 2.42 2.08 +0.34 

加重平均 

額(円)  6,070 5,404 +666 

率(％)  2.08 1.99 +0.09 

組合員数  74,249 76,908  

＜前年実績との比較が可能な組合における金額・率の比較＞ 

 組合数 前年実績以上 前年実績超 23 年回答 22 年実績 実績比 

単純平

均 

額（円） 468 338（72.2%） 298（63.7%） 6,608 5,470 +1,138 

率(％) 274 176（64.2%） 170（62.0%） 2.41 2.03 +0.38 

＜非正規の仲間の回答状況＞ 

 時給制 月給制 再雇用・時給制 再雇用・月給制 

単純平均 

額（円） 
30.8 

（23.2）  

4,211 

(3,800)  

39.2 

(31.6) 

3,960 

(3,828) 

率(％) 
2.34 

(2.67) 

2.68 

(1.66) 

3.18 

(2.24) 

1.95 

(2.73) 

※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。 

  ※言葉による回答は平均などの計算から除いています。 

  ※非正規の仲間の回答状況のカッコ( )内は前年度最終集計の結果 

加重平均 6,070円 6割が前年実績超 
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2023 年 4 月 24 日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 4月 20日、第 5

回目の 23春闘賃上げ集計を行いました。 

 



 

 

＜集計結果の概要＞ 

回答引き出し・妥結状況 

4月 20日の第 5回集計には、別表の 25単産・部会 2,170組合のうち 944組合から回答引出

しの報告が寄せられました。そのうち金額もしくは率が明らかになっている有額回答を得たの

は 582組合（61.7%）となっています。妥結組合は 359組合で、妥結率は 38%です。 

 

回答内容 

有額回答を引き出した 582組合での単純平均（一組合あたりの平均）は 6,456円・2.42%で、

前回調査（4 月 6 日：6,368 円・2.38%）から 88 円・0.04 ㌽増え、前年同期（2022 年 4 月 21

日現在：6,079円・2.08%）を 377円・0.34㌽上回っています。 

加重平均（組合員一人あたりの平均）は 6,070 円・2.08%で、前回調査（5,919 円・2.07%）

を 151円・0.01㌽上回りました。前年同期比（5,404円・1.99%）では 666円・0.09㌽増とな

っています。 

回答引出し 944組合のうち 136組合（14.4%）が 6次から 2次以上の上積み回答を引き出し、

前年同期（2022年 4月 21日現在：103組合・10.6%）を 33組合・3.8㌽上回っています。 

JMITUの組合での 35,831円・10.1%をはじめ、建交労の学童保育職場で 25,600円を勝ち取

るなど、7組合（JMITU3、建交労 2、出版労連 2）が 2万円以上の回答を引き出し、5桁回答

は 93組合（前年同期 60組合）となりました。 

前年実績と金額で比較可能な 468 組合の単純平均額を見ると今期は 6,608 円で前年実績

5,470 円を 1,138 円上回っています。このうち 63.7%にあたる 298 組合が前年実績を上回る水

準を引き出しています。 

賃上げ率でも 274組合の単純平均で 2.41%と前年実績（2.03%）を 0.38㌽上回っており、170

組合・62%が前年実勢を超える回答を引き出しています。 

産業別に見ると、鉱業・建設業、製造業、マスコミ関係業が全体を牽引しています。その他の

産業も前回集計から（農林水産：単純平均 24円・0.12㌽増、加重平均 185円・0.03㌽増）、運

輸・通信業（単純 57円・0.08㌽増、加重 17円減・0.08㌽増）、卸売・小売業（単純 454円・

0.2 ㌽増、加重 22 円・0.04 ㌽増）、医療（単純 79 円・0.01 ㌽増、加重 204 円増・0.02 ㌽減）、

社会福祉・介護（単純 612円増・0.02㌽減、加重 221円増・0.02㌽減）、その他サービス（単

純 1,583円増）となっており上向き傾向となっています。 

 

パートやアルバイトなど非正規雇用で働く仲間の賃上げ状況 

非正規雇用で働く仲間の賃上げ状況は、新たに全農協労連、映演労連から獲得報告があり、

前回調査（4月 6日時点）から 2単産・18組合・29件増え、別表の 11単産 167組合から 331

件の獲得報告となりました。 

このうち、時給制労働者では 219 件の獲得となっています。引き上げ額が判明している 170

件の単純平均額は 30.8 円で、前回調査（31.4円）から 0.6 円減となりました。率では 28 件平

均で 2.34 %と前回調査（2.29%）から 0.05㌽増となっています。全印総連の組合でアルバイト

の時間額 200円の引上げを勝ち取り、日本医労連の組合でもパートの時間額 170円引上げを実

現しています。 



 

 

日給制労働者は前回調査と同じく 4 件の獲得で、引上げ額の単純平均は 560 円となっていま

す。 

月額制では 48件の獲得で、引き上げ額は 45件平均 4,211円と前回調査（4,129円）から 82

円増となり、前年実績（3,800円）を 411円上回っています。率では 17件平均 2.68%で、前回

調査（3.18%）と比べ 0.5㌽減、前年実績比（1.66%）では 1.02㌽増となっています。建交労の

重機関連の組合では 10,000円引上げの回答を引き出しました。 

再雇用者の賃上げは時給制で 33 件、月給制で 26 件の獲得報告となっています。時給制の引

き上げ額は 32件平均 39.2円で前回調査（38.8円）から 0.4円増、引上げ率では 10件平均 3.18%

と前回調査（3.13%）から 0.05㌽増となっています。月給制では、引き上げ額が 23件平均 3,960

円と前回調査（3,562円）から 398円増となりました。引き上げ率は 11件平均 1.95%となって

います。 

企業内最低賃金協定の改定状況 

企業内最低賃金協定の獲得状況は、別表の 7 単産での獲得報告となっています。前回調査か

ら 5組合・9件増え、66組合で 139件の獲得となりました。 

時間額で前回調査から 9 件増え 86 件の獲得となり、新協定額の単純平均は 1,047 円となっ

ています。引上げ額の報告があった 37件での単純平均は 36.3円・3.71%となっています。 

日額、月額、職種別について、前回調査から変更はありません。日額改定は 18件の獲得で新

協定は単純平均 8,448円、月額改定は 24件の獲得で 176,240円となっています。 

 職種別は、日本医労連から看護師とヘルパーの獲得報告で、看護師の単純平均は時間額 1,244

円、日額 8,571円、月額 198,800円となっています。 


